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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
は
第
７
回
通
常
総
会
を
６
月
12

日
明
治
記
念
館
で
開
催
し
、
平
成
30
年
度

事
業
報
告
、
決
算
報
告
を
承
認
し
た
。
ま

た
、
平
成
30
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画
実

施
報
告
書
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
、
予

算
書
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
感
謝
状
お
よ
び
記
念
品
贈
呈
式

後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
で
は
、
小

林
栄
三
氏
（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会
社
特
別

理
事
・
麻
布
法
人
会
理
事
）
が
会
長
に
再

選
さ
れ
た
。（
３
ペ
ー
ジ
に
役
員
一
覧
掲
載
）

令
和
元
年
度
事
業
計
画
活
動
の
基
本
方
針

「
税
」に
関
す
る
活
動
に
力
点

公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に
努
め
る

総
会
で
報
告
さ
れ
た
令
和
元
年
度
事
業

計
画
に
お
け
る
活
動
の
基
本
方
針
は
次
の

と
お
り
。

●
活
動
の
基
本
方
針

全
法
連
が
制
定
し
た
法
人
会
の
理
念
の

下
、
法
人
会
は
「
法
人
自
治
」
及
び
「
自

己
責
任
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
活
動
の
更

な
る
充
実
に
努
め
る
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
会

の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る
活
動
に

力
点
を
置
き
な
が
ら
、
行
政
と
連
携
し
た

公
益
性
の
高
い
事
業
展
開
に
努
め
る
と
と

も
に
、
法
人
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、

会
員
増
強
及
び
会
財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
も
一
層
力
を
注
ぐ
。

感
謝
状
及
び
記
念
品
贈
呈
式
を
挙
行

藤
城
東
京
国
税
局
長
ら
来
賓
多
数

総
会
に
続

い
て
開
催
さ

れ
た
感
謝
状

お
よ
び
記
念

品
贈
呈
式
は
、

藤
城
眞
東
京

国
税
局
長
を

は
じ
め
多
く

の
来
賓
が
出

席
し
、
功
績

の
あ
っ
た
個

人
、
及
び
会

員
増
強
と
研

修
参
加
率
の

向
上
、
福
利

厚
生
制
度
推

進
に
成
果
を

挙
げ
た
単
位

会
に
、
小
林

栄
三
会
長
か

ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
平

成
30
年
度
の
各
納
税
表
彰
受
彰
者
に
対
し

て
、
小
林
会
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

た
。続

い
て
東
京
国
税
局
か
ら
東
法
連
に
、

税
に
関
す
る
広
報
事
業
、
租
税
教
育
活
動

な
ど
税
務
行
政
へ
の
協
力
に
対
す
る
顕
彰

状
の
贈
呈
が
あ
り
、
藤
城
局
長
か
ら
小
林

会
長
に
贈
呈
さ
れ
た
。

贈
呈
後
、
小
林
会
長
は
受
彰
者
に
対
し

て
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
続
い
て
、
藤

城
局
長
、
萱
場

明
子
東
京
都
主

税
局
課
税
部
長

（
塩
見
清
仁
東

京
都
主
税
局
長

祝
辞
代
読
）
の

来
賓
２
氏
か
ら

祝
辞
が
寄
せ
ら

れ
た
。

平
成
30
年
度
事
業
・
決
算
報
告
を
承
認

第
７
回
通
常
総
会

平成30年度事業報告等を審議する通常総会

通常総会来賓の青木幸弘東京国税局課税
第二部法人課税課長（右）、相羽さとみ東京
都主税局法人課税指導課長（左）

感謝状および記念品贈呈式



2019年（令和元年）7月号 （2）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

法
人
会
発
展
の
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
、
国
ま
た
は
東

京
都
の
褒
賞
を
お
受

け
に
な
ら
れ
た
方
々

に
は
、
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
人
会
は
、
70
年
以
上
の
歴
史
を
持

ち
、
全
国
で
約
77
万
社
、
東
京
で
も
約

13
万
社
を
擁
す
る
団
体
に
発
展
し
て
お

り
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は

決
し
て
一
朝
一
夕
に
出
来
上
が
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
勢
の
先
輩
方

や
役
員
の
方
々
、
会
員
の
皆
様
の
ご
努

力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
へ
と

変
わ
っ
た
中
、
法
人
会
の
大
き
な
課
題

の
ひ
と
つ
は
会
員
減
少
問
題
で
あ
り
ま

す
。
東
法
連
で
は
こ
こ
数
年
、「
地
域

を
越
え
た
会
員
紹
介
」
活
動
に
力
を
入

れ
て
お
り
ま
す
。
移
転
を
機
に
退
会
す

る
ケ
ー
ス
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
た
め
、

移
転
先
に
お
い
て
も
加
入
し
て
い
た
だ

く
た
め
の
取
り
組
み
で
、
東
法
連
と
単

位
会
の
連
携
を
密
に
し
て
、
退
会
防
止

に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
法
連
で
は
、
会
員
を
増
や
し
組
織

を
拡
大
し
た
上
で
、
引
き
続
き
「
税
」

を
中
心
と
し
た
活
動
に
よ
り
、
広
く
社

会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。	

（
要
旨
）

納
税
表
彰
並
び
に

法
人
会
活
動
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
本
日

受
彰
さ
れ
た
皆
様
方

に
は
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
東
法
連
に

対
し
ま
し
て
顕
彰
状

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東

法
連
の
皆
様
に
は
、
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京

に
お
け
る
租
税
教
育
活
動
、
税
を
考
え

る
週
間
に
お
け
る
電
車
内
広
報
な
ど
多

年
に
わ
た
り
、
様
々
な
形
で
税
務
行
政

の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

法
人
会
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
納
税
意
識
の
高
揚
と
税

知
識
の
普
及
啓
蒙
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
・
経
済
の
発
展
に
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

い
よ
い
よ
来
年
４
月
以
降
開
始
す
る

事
業
年
度
か
ら
、
大
法
人
の
電
子
申
告

義
務
化
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
併
せ
て
、

中
小
法
人
に
も
適
用
が
あ
る
各
種
利
便

性
向
上
施
策
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
軽
減

税
率
制
度
の
実
施
ま
で
４
か
月
を
切
り

ま
し
た
。
全
て
の
事
業
者
に
制
度
の
内

容
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
、
制
度
実

施
ま
で
に
準
備
を
終
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
周

知
・
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
東
法
連
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
改

め
て
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
組
織
に
課
さ
れ
た
使
命
は
、「
納

税
者
の
自
発
的
な
納
税
義
務
の
履
行
を

適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
果
た
し
て
行
く
た

め
に
は
、
法
人
会
の
皆
様
と
の
連
携
・

協
調
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。	

（
要
旨
）

「地域を越えた会員紹介」活動で
退会防止を図る
小林栄三会長

消費税率引き上げと軽減税率制度の
円滑実施にご協力を
藤城眞東京国税局長

東京国税局から東法連への顕彰状の贈呈
藤城眞東京国税局長（左）、小林栄三会長

小林栄三会長藤城眞 東京国税局長
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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

東
法
連
は
５
月
27
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
イ
ー

ス
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
（
品

川
）
で
「
消
費
税
10
％
・
軽
減
税
率
導

入
直
前
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

第
一
部
で

は
、
東
京
国

税
局
課
税
第

二
部
消
費
税

課
の
大
井
政

光
課
長
補
佐
が
「
軽
減
税
率
導
入
に
向

け
て
事
業
者
が
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
項

目
」
を
テ
ー
マ
に
区
分
経
理
対
応
、
価

格
表
示
、
請
求
書
発
行
・
交
付
と
保
存

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

第
二
部
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
担

当
者
が
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者

還
元
事
業
」
及
び
「
中
小
企
業
が
と
る

べ
き
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
解
説
し
た
。

同
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
４
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
９
回
開
催
さ
れ
、
延
べ

２
７
０
名
が
受
講
し
た
。
10
月
以
降
は

消
費
税
に
か
か
る
申
告
業
務
や
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
順
次
開
催
し
て
い
く
。

令和元・２年度東法連役員
会　　長 小　林　栄　三（麻　布）

副 会 長 松　﨑　宗　仁（京　橋）渉外担当 南　山　幸　弘（豊　島）女性部担当

青　栁　晴　久（四　谷）税制税務担当 松　本　光　史（江東東）総務組織担当

齊　藤　政　二（大　森）組織強化担当 加　藤　和　夫（青　梅）広報担当

飯　野　光　彦（北　沢）事務局担当 多　田　充　伸（八王子）公益事業担当

阿　部　友太郎（玉　川）企画担当 岩　﨑　五　六（立　川）厚生共益事業担当

髙　橋　利　充（練馬西）青年部担当

専務理事 田　中　光　史

理　　事 出　井　久　幸（麹　　町） 師　岡　　　孝（世 田 谷） 佐　生　勝　英（本　　所）

成　田　茂　之（神　　田） 青　木　　　茂（目　　黒） 阿　部　敏　晴（向　　島）

三　田　芳　裕（日 本 橋） 長　島　祐　司（渋　　谷） 増　田　充　孝（葛　　飾）

竹ノ上　藏　造（　 芝 　） 髙　野　吉太郎（新　　宿） 高　橋　芳　久（江戸川北）

稲　葉　秀　一（麻　　布） 宮　島　茂　明（中　　野） 井　桁　秀　夫（江戸川南）

清　水　和　雄 ( 小 石 川 ) 渡　邊　安　雄（杉　　並） 庄　司　良　雄（江 東 西）

橋　立　弘　紀（本　　郷） 柴　田　豊　幸（荻　　窪） 岩　田　利　夫（日　　野）

佐　藤　一　也（上　　野） 平　野　慎　治（板　　橋） 三　橋　信　介（町　　田）

髙　橋　敏　弘（浅　　草） 秋　山　　　勉（練 馬 東） 村　野　康　司（東 村 山）

廣　瀬　隆　博（品　　川） 田　村　純　郎（王　　子） 竹　内　政　司（武 蔵 野）

下　村　　　博（荏　　原） 鈴　木　　　久（荒　　川） 太　田　敦　子（武蔵府中）

金　山　　　宏（雪　　谷） 原　田　尚　子（足　　立） 遠　藤　正　幸（青連協・荒川）

伴　　　良　二（蒲　　田） 鈴　島　　　健（西 新 井） 中　島　三枝子（女連協・新宿）

監　　事 倉　持　三　夫（目　　黒） 加　藤　芳　信（練 馬 東） 安　樂　恒　樹（税 理 士）

消
費
税
10
％・軽
減
税
率
導
入

直
前
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

（敬称略・法人会名簿順）

講演する東京国税局
大井政光課長補佐
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平成３０年度　福利厚生制度推進表彰

平成３０年度　研修参加率向上表彰

平成３０年度　会員増強表彰
（4）

自分のカラダと “がん ” のこと、ちょっとだけ考えてみませんか？

１．その年度において顕著な成果をあげた単位会
	 当該年度の研修参加率が、１６０％以上を達成した場合（上位５単位会）

１．経営者大型総合保障制度
	 (a)  収入保険料目標達成上位６会

神 　 田 106.3％ 目　　黒 106.1％ 杉　　並 105.3％
上　　野 104.5％ 玉　　川 104.2％ 荒　　川 104.1％

	 (b)  取扱企業数目標達成上位６会
武蔵府中 152.6％ 江戸川北 122.5％ 町　　田 113.3％
北　　沢 101.9％
（基準達成は以上４会）

 (c)  新規企業数目標達成上位６会
武蔵府中 235.5％ 江戸川北 161.0％ 北　　沢 113.3％
（基準達成は以上３会）

２．ビジネスガード
	 (a)  年間保険料目標達成上位３会

町　　田 148.0％ 目　　黒 118.0％ 武蔵府中 109.7％
	 (b)  新規加入法人数達成上位３会

町　　田 253.8％ 武蔵府中 215.5％ 小 石 川 176.2％

３．がん・医療保険・WAYS等
	 (a)  新契約年換算保険料目標達成上位３会

日 本 橋 1,299.9％ 北　　沢 376.3％ 大 　 森 184.0％

２．研修参加率の向上を長期間継続している単位会
対前年比増加を３年間継続かつ直近年度の参加率上位１０位以内
該当なし

 研修参加率２００％以上
八 王 子 223.5％
向　　島 217.4％

 研修参加率１６０％以上
中 　 野 189.5％
四　　谷 188.0％
麹 　 町 188.0％

（※上記基準において、正会員以外の個人は0.5としてカウント）

５．会員増強月間の増加率上位３会
江戸川南 5.69％
江 東 西 4.47％
江戸川北 2.70％

１．年間純増数上位10会
西 新 井 63.0 社
江戸川南 46.0 社
杉　　並 34.0 社
江 東 西 28.0 社
江戸川北 4.0 社
（基準達成は以上５単位会）

３．年間増加数率上位５会
杉　　並 7.07%
江戸川南 6.96%
江 東 西 6.37%
江戸川北 4.96%
武蔵府中 4.68%

２．年間増加数上位５会
江戸川北 237.0 社
西 新 井 185.0 社
武蔵府中 166.0 社
江戸川南 131.5 社
立　　川 127.0 社

４．会員増強月間の純増数上位３会
江戸川北 128.0 社
江戸川南 105.5 社
江 東 西 77.5 社

６．会員紹介制度において、紹介実績年間２０社以上の会
京　　橋 98.0 社

福利厚生制度推進表彰
武蔵府中法人会（太田敦子会長）

研修参加率向上表彰
八王子法人会（多田充伸会長）

東法連功労者表彰
三田芳裕氏（東法連理事・日本橋法人会会長）

会員増強表彰（単位会）
江戸川南法人会（井桁秀夫会長）


